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カナダの⾦融市場動向
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カナダ・ドルは、対円で上昇しました。また、
カナダ5年国債利回りは横ばいになりました。

中国商務省が貿易摩擦を激化させることは米
中どちらのためにもならず、新たな追加関税の
撤回について議論する必要があると述べたこと
で、米ドル高円安が進み、カナダ・ドルも対円
で上昇しました。カナダの⾦利は米国の⾦利に
連れて、方向感なく推移しました。

経済指標ではGDP（国内総生産）が発表に
なっており、輸出などが好調だったことから、
市場予想を上回る良好な結果になりました。

先週の回顧

今週、カナダでは雇用統計の発表が予定され
ており、引き続き労働市場が堅調に推移してい
ることを示す結果となることが予想されていま
す。

また、カナダ銀⾏（中央銀⾏）の⾦融政策決
定会合が開催される予定になっており、政策⾦
利の据え置きが⾒込まれています。カナダ経済
は良好な状況にありますが、米中貿易戦争の影
響を受けて、世界経済に不透明感が広がる中で、
政策⾦利の⾒通しに関してどのような声明⽂を
発表するのか注目が集まります。

今週の⾒通し

（出所）Bloomberg等より⼤和投資信託作成

※四捨五入の関係で数値とグラフの目盛りが⼀致しない場合があります。

カナダ ⾦利推移

（出所）Bloomberg等より⼤和投資信託作成

カナダ・ドル 為替推移
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